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1研 究主題 自律 的に行動する子どもを育てる指導法の工夫

一 体育 ・学級活動の指導を通 して 一

1主 題設定の理由

学校教育 にお いて、児童 ・生徒が心身 ともに健康であ り、自 ら課題 を発見 し解決で きる、

人 として調和 の とれた発 達 を促す教育活動 を推進 しよ うと努力 して いる。 しか し、基本 的

な生活習慣 が しっか り身 に付 いて いない、豊 かな 人間関係が築かれていな い、規範行 動 を

とる ことができな いな どの要 因か ら、「挨拶ができな い。」 「ルールを守 れない。」 とい うよ

うな具体的な形 となって児童 ・生徒の態度や行動面 の問題が表面化 して いる。

従来、子 どもたちの規範意識が低いか ら規範行 動が とれ ない と考 えられていた。しか し、

昨年度の都立教育研究所 ・特 別研 究推進室の研 究では、子 どもたちは一定 の規 範意識は も

って いるのだが 、意識 と行 動 にずれが あ り、意識 は して いるのだが、行 動が伴 って いな い

とい う実状が指摘 されてい る。実態調査によると、小学生 も中学生 も学年が上が るにつれ、

規 範行動が とれ な い傾 向 にある。 ここか らも、『善悪 はわか って いるが、規範行 動が とれ

な い。』つ ま り、規範の意識はあるのだが、行 動化す る ことがで きな い姿が見受 け られ る。

これ らの問題 は、児童 ・生徒 の心 身 ともに健や かな成長 をは ぐくむ うえで、大 きな課題

点 とな ってお り、決 して見過 ごす ことはできな い。そ の ことをふ まえ、本主題 を設定 した。

2研 究の仮説

子 ど もたちの規 範意 識 と規範行動 とのずれ は現実 と して ある ものの、少 しで もその差 を

縮め 、実践 力を育成 して い くことが、今求め られて いる。そ のため、子 どもたちの内面で

規範 の意味 を納得 させ て いく取 り組み を進め るとともに、様 々な体験 を通 して規 範行 動の

実践 に結 び付 けて い く取 り組みの工夫が必要で ある と考 えて いる。そ こで、研究 の仮説 を

次のよ うに設定 した。

國 …社会生活を円滑に送るた○集団の生活 をよ りよいものにす るために、子 ども

自身が 自分たちで、きま りや約束事 をつ くる。

↓

○子 どもたちは、 自分 たちのきま りや約束事 をよ り

積極的 に守 ろうとす る。

↓

○子 どもた ちが相互 にきま りや約束事 を守る集 団に

は、豊かな人間関係がは ぐくまれ 、一人一人が集

団の一員 として、楽 しく、安心 してい られ る心地

よさを味わ うことができ る。

↓

○子 どもたち一人一人の体験が内発的動機付 けとな

り、その繰 り返 しによ り自律的な規範行動が習慣

化 される。

め に、みんなが守 らな けれ

ばな らない共通 のきま りや

行動の規準

自分たちで きま りや約束事

をつ くる

規範意識 …社会的に望ましい行動

ができるよう自分を制御

する心の働き

きま りや約束事 を守って生活

す る心地よさを味わ う

1規範行動1騒i張 糞鯉
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3研 究の構想

教 育的課題
・価値観の 多様化

・人間関係 の希薄 化、人 間疎外
・家庭や個 人、地域 共 同体 との

関係の 変化
・思 いや り、社 会性の不 足
・いじめ、不登校 、 問題 行動

社会 的要請
・基礎 基本の徹 底

・自ら学び、 自ら考え る力の育成
・豊 かな人間性 の育成

・自分 と異な るものへの 接触 、相

互交流

研究の仮説

○子 ども自身が集団の生活 をよ りよいもの とす るため、きま りや約束事を 自分たちで作 っ

てい く過程を経れば、よ り積極的にそれ を守 ろうとするであろ う。

○ この意識によ り豊かな人間関係がは ぐくまれ、一人一人が 自己有用感や集 団の一員 とし

ての楽 しさ ・喜びを味わ うことにな る。

○それが内発的動機付 けとな り、繰 り返 される ことで、 自律的な行 動が習慣化 されてい く

であろ う。

(研 究内容)
「 基礎研究 「

・一定の規範意識 は もって いる

が行動 に結 びついて いな い実

態が ある
・指導の場

[教科指導の中で]

[学級 の指導 の中で]

[道徳 の時間の中で]

、 平成12年 度都研特別研究より 、

＼
/

■

■

「 調査研究 「

規範行動についての調査

小学校児童

対象4～6年8校740名

中学校生徒

対象1～3年5校630名

Lノ

授業構成上のね らい

嵐しく安心して集団の中にいられる心地よさを味わわせる

授業研究

小学校一教科体育 器械運動

ボール運動

ゲーム

中学校一特別活動[学 級活動]

学級や学校の生活の充実 と向上に関すること

「 実証授業 を通 しての分析 ・考察 「

、 研究のまとめと今後の課題.
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4発 達段階と規範

子 どもの規範行動は、基本的には道徳性 の発達の中で、他律か ら自律へ と変容 してい く。

幼児期や児童期初期 には保護者や周 りの大 人か ら 「よ い」 とされる行動 を規範 ととらえ、そ

のまま 自分 の行動 の基準 とす る傾向が強 い。他 の児童がその基準 か らはみ出 した行 動を取 る

と、 「そ うい うことをす ると先生 に言いつけるか らね。」 とか 「そ うい うことを言 っち ゃい

けないってお母 さんが言 って たよ。」 とい うのは、そ の子 どもの規範意識が教師や保護者 に

依 存す る他律 である とみる ことがで きる。

下の図 にもあ らわれているよ うに、規範意識が他律 か ら自律 に移行す るのは、一般的 に小

学校 中学年である。 これは学校 生活 の中で も顕著 に見 られる。教師 のア ドバイス とは別 に、

自分の行 い方 に価値 を見いだ し課題 を進めて いくことができた り、清掃や係活動 の必要性や

価値 を認 め主体的 に行動できるよ うになった りす るのは この時期 である。

そ こで本研究で は、対象 を自律性 が芽 生える小学校中高学年か らとし、学校 での生活や学

習活動 のなか で児童 ・生徒の規範意識を規範行動 につな げて いかれる指導 の工夫 を研 究する

こととした。

しか し、 自律的 な規範行動が取れ るよ うになるためには、幼児期や小学校低学年の学校で

の生活や学習活動 における指導 が重要 になって くるのは言 うまで もな い。集団活動 の中での

しつ け、あ るいは基本的な生活習慣 の確立は必要不可欠 である。

規範意識の発達段階 ω

自我 の芽生 え

よ りよ く生きたい という願い

他律か ら

自律へ

道徳 と社会的習慣との区別

既成の価値体系への反抗

基本的な生活習慣の形成 定着

学校の集団生活への適応 大人社会への適応

(1)r規 範意識 をもち自律的 に行動す る子 どもの育成 に関す る研究』

平成12年 度 東京都立教育研究 所紀要 特別研究推進室
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皿 ア ンケー ト調査 の 内容 ・考 察

1調 査のね らい

本 調査は、 「規範意識 をは ぐくみ、 自律的 な行動 を習慣化 してい くた めには、 どの よ うな

こ とを指導 し、 内面 を育て てい った らよいか」 を明 らか にす るた め、 「学校生活で のルール

やマナー に関す るアンケー ト」 を実施 した。ね らいは、以 下の通 りで ある。

1)学 校生活における規範行動 の実態 をつ かむ。

2)行 動の実態の裏側 にある児童 ・生徒の心理 的傾 向を知 る。

2調 査の内容 ・方法

小学校4年 生～6年 生、 中学校1年 生～3年 生 を対象 として、小 中共通6項 目、小 中別3

項 目、全9項 目にっいて調査 を実施 した。

・実施時期;平 成13年7月 上旬

・対象校数;小 学校8校 、 中学校5校 計13校

・対象人数;小 学校4年 生240名 、5年 生254名 、6年 生246名

中学校1年 生227名 、2年 生202名 、3年 生203名

〈小 中共通6項 目〉

質問1:授 業 中にふ ざけた り、お しゃべ りをす ることがあ ります か?

質問2:そ うじ当番 を さぼ ることがあ ります か?

質問3:学 校 の ろ うかや階段で走 ることがあ りますか?

質問4:教 室や 校庭 に ゴミをす てるこ とが あ ります か?

質問5:学 校でお菓子 を食 べる ことが あ りますか?

質問6:授 業 の始 ま りに遅れ ることがあ りますか?

〈小 中別3項 目〉

○小学校

質問7:学 校のボール を使 った あ と、片付けない ことがあ りますか?

質問8:先 生 にあい さっ をしない ことが あ ります か?

質 問9:友 達に暴力(言 葉の暴力 もふ くむ)を ふ る うことがあ りますか?

○中学校

質問7:遅 刻 をす ることがあ りますか?

質問8:忘 れ物 をす ることがあ りますか?

質 問9:学 校 の物(公 共物)を 壊 した り、いたず らをす る ことが あ ります か?
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それぞれ の質問項 目にっいて、 まず行動の実態 を4つ に分 け、選択回答 した。

①まった くない ② ほ とん どない ③ たまにある ④ よくある

さらに 「自律」 と 「他律」 の観点か ら、心理的傾 向を5つ に分 け、選択 回答 した。

①② と回答 した(規 範行動 が とれてい る)児 童 ・生徒は、以下 の項 目か ら選択す る。

ア 規範の意義 を考 えた気持 ち(自 律的)

イ 公共心や 習慣化 された気持 ち(自 律的)

ウ しか られないために とい う気持 ち(他 律的)

工 仕 方ない とい う気持 ち(他 律的)

オ その他

③④ と回答 した(規 範行動 が とれていない)児 童 ・生徒 は、以下の項 目か ら選択す る。

ア 自分 中心でわがままな気持ち(自 己中心的な気持 ち)

イ 自分な りの必然性が ある気持 ち(自 己中心的な気持 ち)

ウ 他律的で しか られ ないか らとい う気持 ち(他 人 に影響 され た気持 ち)

工 付和雷 同的で他 人に流 された気持ち(他 人に影響 された気持ち)

オ その他

3調 査の結果 ・考察

(1)小 ・中学生 とも学年が進む にっれて、規範 行動 が とれ な くなる。

〈小学校 〉

〈友達に暴力(言葉の暴力も含む)をふるうことがありますか〉

團 「まったくない」

「ほ とん どな い 」

■rた ま にある」

「よくある」
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〈中学校 〉

〈遅刻をすることがありますか〉

國 「まったくない 」

「ほ とん どな い」

■ 「た ま にある」

「よくある」

図の よ うに小学校 の 「友だ ちに暴力 をふ る うことがあ ります か。」や 、中学校 の 「あな

たは遅 刻 をす るこ とが あ りますか。」の結果 を見 る と、学年 が進む につれ て、規範行動が

とれ な くなってい る。これは、一っの環境 の中で生活を続 けてい る うちに、「楽を したい。」

とい う気持 ちや 「これ くらいはいいだろ う。」 とい う甘 えが出て くるのか も しれない。ま

た、学年 が進む にっれて、ま じめ さをか らか った り軽視す る雰囲気が強ま ることも考 え ら

れ る。 しか し、質 問項 目によっては、中学校2年 生 よ り3年 生 の方が規範行動 が とれてい

るケースがある。 これ は、進 路を意識 して 自律的 に行動す る子 どもが出て くるため と考 え

られ る。

(2)中 学校入学時に規範行動 をとれ る子 どもがい ったん増 える。
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図の よ うに小学校4年 生、5年 生、6年 生 とそ うじをま じめにす る子 どもが少 しずつ減

ってい るのに、中学校1年 生ではまたいったん増 える。そ して、2年 生、3年 生 と再び減

ってい く。これは、新 しい環境 にな り、いったん 自分 を律す る気持 ちが回復す る と同時に、

今 まで の 自分 を変 えてがんば りたい とい う気持 ちが働 くか らではないか と考え られ る。

(3)規 範行動が とれ る子 どもは、規範の意義 を 自覚 してい る。

〈教室や校庭にゴミを捨てない理由〉

図の ように教室や校 庭に ゴミを捨てない子 どもた ちの多 くは、「汚れ て しま うか ら。」「み

んなに迷惑だか ら。」 とい う気持 ちで行動 できている。 っま り、規範 の意義 を自覚 して行

動で きている と言 える。 この ことか らも 自律的に規範行動が とれ る子 どもを育 てるた めに

規範の意義を感 じる経験 を大切に したい。 また、規範行動 が とれた時の心地 よさを体験 さ

せて いくことが大切 である。'

(4)中 学校1年 生までは、公共心が規範行動 に強 く影響 している。

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

〈授業の始まりに遅れない理由〉

囮授業は始めから受ける

ものだから
■遅れると先生や友達に

悪いから
ロ遅れるとしかられるから

ロ決まりで仕方ないから
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図 の ように授業 の開始 時刻 を守れ る子 どもの気持 ち として、 中学校1年 生 まで は、 「先

生や友 達に悪 いか ら。」 とい う回答 が多いが、 中学校2年 生 にな ると 「授 業は始 めか ら受

け るものだか ら。」 とい う回答 が多 くな る。 これ は、中学校1年 生 ぐらいまで は公共 心が

強 く、他者 の期待 に沿い、役割 を果たす ことに喜びを感 じる心理的発達段階であ るか らと

考 えられ る。 しか し、 中学校2年 生 ぐらい になると他者 を意識す るよ りも 「自分のために

なるか どうか。」 とい う意識が強 くなって くる と考 え られ る。 どの時期 に も公 共心 を育て

るこ とも大切であるが、規範意識 をは ぐくむ指導では、子 どもたちの心理的発達段階 を意

識す る必要が ある。規範行動 を とることがみんなのた めにな り、それが 自分 のた めになる

とい う経験 を させ ることが大切 である。

(5)規 範行動 が とれない子 どもは、 自己中心的な気持 ちが働 いてい る。

ロしかられるまではふざけて

もいいから

ロ他にもふざけている人がい

るから

図の ように授業 中にふ ざけた り、お しゃべ りを した りして しま う子 どもの気持 ち として、

「楽 しいか ら。」 「勉強がっま らないか ら。」 とい う回答が多 い。規範行動 が とれ ない子 ど

もは 自己中心 的ではあるが、 自分 な りの理 由付 けを している。 この子 どもた ちには、ただ

叱 っても変容 はあま り期待で きない。規範 の必要性 を経験 させ 、規範 を守 るこ との心地 よ

さを体験 させ ることが大切だ と考 え られ る。
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Hl授 業 にあた って

1小 学校分科会の授業 にあた って

(1)授 業づ くりの視点

小学校分科会で は、 アンケー トの結果 と児童の規範意 識に対す る発達 段階をふまえ、規範

意識 を育て るため の授業づ く りに取 り組んだ。

そ の中で児童 に味わわせた い心地 よさを、

① きま りを作 り、守る ことによ り得 られ る心地よ さ

②他者 とのよ りよ いかかわ りによ り得 られ る心地 よさ

の2つ とと らえ、体育科 にお いての視点 を以下のよ うに設定 した。

【視 点1】

主体 的にル ールや きま り作 りをし、それ を守 ることで味わえ る心地 よさを主 とした

実践

→ 「ボー ル運動」 「ゲー ム」 を通 して

【視点2】

自己 を適 切にコ ン トロール す ることによ り、よ りよい他者 とのか かわ りを味わ える

心地 よさを主 とした実践

→ 「器械運動(跳 び箱 ・マ ッ ト)」 「表現 」を通 して

(2)授 業 にお ける手立て

上記の視点 を授業の中で実践す るために、次 の6つ の手立て を考 えた。

口 集団 を意識できる教材 を活用 ・開発す る。

回 授業 に子 どもの考 えを取 り入れる。

国 運動や演 技 をする ときのき ま りをっ くる活動 を取 り入れ る。

國 決 ま りを意識できるよ うに学習カー ドを活用す る。

団 自分のよ さに気付き、心地よ さを味わえるよ うな伝 え合 い ・話 し合 い活動を取 り入れ

る 。

団 望 ましい行動が習慣化 できるよ うに、同 じ流れ に繰 り返 しひた ることのできる学習過

程 を工夫 する。
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2中 学校分科会の授業にあたって

(1)研 究主題、仮説 との関連

本研究の主題設定 の理 由か ら 「規範意識はあるのだが、行 動化す る ことがで きな い。」 と

い うこと、並びに仮 説 において 「自分 たちでき ま りや 約束 事 を作る ことで、よ り積極的 にそ

れ を守 ろうとし、規 範行 動が習慣化 され るであ ろう。」 とい うことに着 目した。

ここで は自分たちの理想 とす る中学 生の姿、そ して現実 の 自分たちの姿を浮 きぼ りに し、

そ こに正面か ら向き合 い、考 えさせ てい くことが規範意識 にもとつ く行 動に結びっいてい く

もの と考 えた。 これ によってク ラスへの所属感や 自己有用感が高 ま り、 自分 自身 も集 団の中

での心地 よさを味わい 自律的な行 動が習慣化 され ると考え る。

(2)特 別活動(学 級活動)と して実践する理 由

学級 とは、学校 にお ける基本的生活集団で あ り、教育活動全般 にお いて、その基礎 にな る

ものである。それ ゆえそ の人間関係は密であ り、人 との関わ りが実践的 に行われている場で

あるといえる。

これ らの ことか ら、学級 にお いて 自分たちで きま りや約束事 を作 り、生活 して いくことが

集団の中での心地 よさにつなが り、 自律的な行動 の習慣化 に大 いに役立つ ものと考え、学級

活動 として実践 してい くことに した。

(3)指 導の時期 につ いての考 え方

ここで取 りあ げる実 践は、いずれ の学年、学級 で も可能 である と考 え られ るが 、本実践で

は第3学 年 にて行 うこととした。

今 回のアンケー トの結果 による と、規範意識は学年が上がる にしたがって薄れ るが 、中学

入学時 に一旦高 まってい るとい うことが分か った。 ところが学年が上がるにつれ て規範行動

が とれ な くな り、行 動が とれている場合で も、2年 生 を境 に公共心が薄れ てい くとい うこと

も明 らかにな った。中学校3年 生の時期 は、特 に意識 と行 動のずれが大きい時 といえるが、

逆 に中学校 生活 のまとめ として 自らを振 り返 り、考え を具体 化で きる時 とも考 え られ る。卒

業 に向けて学級集団の質 の向上 を目標 として、中学校3年 生 に本実践 を行 うもの とす る。
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N実 践事例

事例1(小 学校4年 体育)

1単 元名 「ネ ッ トボール 」(ゲ ーム領域 ・バ レーボール型ゲ ーム)

2単 元 のね らい

・〔関心 ・意欲 ・態度〕自分 たちで考 えた きま りや約束事 を守 り、友達 と協力 して練習やゲー

ムを しよ うとす る。

・〔思考 ・判断〕みんながゲームを楽 しむため にルール を工夫 する
。

・〔技能〕打 った りはじいた りしてボールをつな げ、楽 しくゲームができる。

3視 点 との関連

高学年 の入 り口に立つ小学校4年 生は、発達的特性 か らみて集 団の規則や遊び のきま りの意

義 を理解 でき るよ うにな って きて いる。 また、仲 間か ら受容 された いという欲求が強 くな る

5学 習過 程(45分 ×6) [=コ 学習のめあて ll評 価 にかかわる活動

ソフ トバ レーボ ール を使 って簡 単

な運動 を楽 しもう。

○ ドリルゲ ームのや り方 を知 り、運 動

を楽 しむ。

・円陣パスゲーム

・扇パスゲーム

・対面パスゲーム

両 手 を 使 う と

打 ちやす いよ 。

Q
.謝 熱

,帥

,(lll)

「麦達芝異一ど芦万ジ夢二云を薬'こ7しぞ1

1い る 。

自律的な行動の育成

に関する手立て

巨]集団を意識する

簡 単なルール を決め、ゲーム を楽 しもう。1

0基 本のゲームを楽 しむ。①

/^は じめのルールは

購 鵬 　
宅翻 参 腰

みん なでル ール を

作 っ てい こ う。

○基 本のゲームを楽 しむ。②

iルール を守 りゲーム を楽 しんでいる。1

0基 本のルール を作 る。②

み んなが楽 しめるルール を考 えている。i

回 子 どもの考えを生かす

國 きまりや約束事を作る
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とともに、相手の立場 に立 って物事 を考 えるこ ともでき るよ うにな りつつ ある。 この時期 の児

童 に とって集団内できま りや約束事 を 自ら作 る経験を積 み、それ を守 る心地 よさを積極 的に味

わ うことは、 自律性 の育成 に重要な活動体験 である と考 えた。 そ こで、 この点 に重点を置 き、

本単元を設定 した。

4ゲ ーム ・ボール運動領域の発展 ・系統

1・2年 3・4年 5・6年 中学校

ボー ル バ ス ケ ッ トボール 型 、 バ スケ ッ トボー ル 、 選択制

ゲー ム サ ッカー 型及 びベ ー ス ボー サ ッ カ ー 、・ソ フ トボ ー 球技 ・バ レー ボ ール

ル型、実態に応 じてバ レ ル又 は ソフ トバ レー (6人 制 ル ー ル ・

一ボール型ゲームな ど バ レー ボー ル な ど バ レー ボ ー ル コー ト)

i友達 と協力 して準備 してい る。i

Oル ールの確認

○ゲーム①

○ルールの工夫①

○ゲー ム②

i友達 と教え励ま し合いなが ら運動 している。i

ナ イ ス

レシ ー ブ1

鞍
鋤

鑛

＼

へ
く

セ

サ

。犠

誉

サー ブか ら

始 めよ う。

み ん な が

楽 し め る

紺 些

難
}凄 編 ん 今まで作ってき

iルールを守 りなが ら、ゲームを楽 しんでいる。 たル ール の よ さ

iゲ ー ムを振 り返 り、みんなが楽 しめるような やル ー ル を守 っ

iル ールを考 えている。 て きた よ さに気

i身に付 けた技能を生か して運動 してい る。i 付
いている。

塵達や乏二杢Qよ 盛 を具倥的.に認=ぬ食ご?.て虻 るユ」

国 きま りや約 束事を作 る 回 同 じ流れに繰 り返 しひたる

iv自 分や チームのよさを伝 え合 う 団 きま りを守 る心地 よさを味わい、それを振 り返る
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6本 時の学 習(4/6時)

(1)ね らい

・〔関心 ・意欲 ・態度〕 自分た ちで考 えたきま りや約束事 を守 って練習や ゲームを しよ うと

す る。

・〔思考 ・判断〕みんなが楽 しめるよ うにルール を考 える。

・〔技能〕 ボール をは じきなが ら体を動か し、ゲームが楽 しくできる。

(2)展 開

学習活動
1

9
臼

O
J

用具 の準備 をす る。

ウォー ミングア ップ タイ ム

チーム練習の時間

丸 く な っ て レ シ ー

ブ 練 習 し よ う。 履
・円陣パ ス

・扇 パ ス

・対 面 パ スな ど

4ル ールや対戦相手の確認をす る。

<

勘
①ム一ゲ5

キ ー ワー ドは 「み ん な で 、進 ん で 、楽 し く 」

プ アイ ト!

支援 と評 価

み ん な で協

力 しよ う。 鵯
音 楽 を か

け て 時 間

を 区 切 り

ま し上 う.

協力 して準備 してい る。励 ま し合 い

なが ら準備運動や練習 を してい る。

在 のルール の確認

のルール作 りの着眼点を確認

試合開始

6ル ールの工夫①

次 は○ ○に つい

て考 えたい。

遍

7ゲ ー ム②

8ル ールの工夫②

9ゲ ーム③

10ル ールの工夫③

や っ ぱ リ コー トは こ の大 き さ が い い 。

勲魔 〕

自分たちの決めたルール

を守 りゲームを楽しんで

いる。

みんなが楽 しめるルール

を考えている。

ボ ー ル を は じ き 、 ゲ ー ム

を 楽 し ん で い る 。

11振 り返 りタイム

12整 理体操をす る。

13後 片付 けをす る。 難
友達や チームの よ さを具体 的に認 め合 っ

てい る。協力 して後片付け している。
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7授 業 を振 り返 って

今 回の授業 では、視 点1『 授 業の中で、主体的 にル ールや きま り作 りをし、そのきま りを守

る心地 よ さを経験 させ る。』 とい うことに焦 点 を当てて取 り組 んだ。それ を踏 まえ、授 業の手

立て として挙 げた6項 目の うち、特 に子 どもの変容がみ られ た項 目についてま とめてみた。

巨1塞団を意識 できる教材 の開発 ・活用につ いて

現灘騰 灘 搬 灘親繍 恕瀬 繭 露饗麟
んだ教材で ある。全員初 心者 でスター トラインが同 じとい

1㍊灘 灘簗1難醸 尊
さ らに、ボール をっ なげ るお もしろ さはこの運動な らではの特性で、 自然 と相手や集 団を意

識で きる教材 で あった。

励 受業 に子 どもの考えを取 り入れ ることについて

日頃の体育授 業では運動能力 の高い児童 に注 目が集ま りがちだが、既成のルール だけで活動

す るのではな く、 自分 達の考えを授業に生かす とい うこ とは、 どの児童 にも活躍の場 を与える

こととなった。友達のプ レーをただ見 るのでな く、次の話 し合 い場面 に生かせ るよ うに意識 し

て見 る児童が増 えた。上手下手 とい う技能面に とらわれすぎず 、多角的 な価値判断ができ る児

童 も見 られ るよ うになった。ただ、全てを児童任せにす るのでな く、考 える視 点を与 えるな ど、

学年の発 達段階 な りの教師のかかわ りが必要である と感 じられ た。

司運動や演技す る ときの きま りを作 る活動 について

狸 繍 謝 準灘 欝;ζ鍛
轍'岬 取 り組む こ とができた

。 ゲーム を始 めるにあた って活動 し

1灘黙 灘i鍵驚 戴1禦
ス を しよ う。」な ど態度 にかかわ るこ との約 束 について も話 し合 った。その結果、試合 中の児

童の表情や言葉が一層明 るくなった。ルール の工夫 を話 し合 う回数が増す ほ ど自分達 のオ リジ

ナル性 とルール の必要感 を強 く感 じるとともに、そのルールや きま りを守 ることの心地 よさを

味 わ うことができた。 また、児童にスポー ツとしてのルール と気持 ちよく運 動す るためのマナ

ー との 区別を意識 させ てお くと、 より分か りやす い話 し合い活動 になった と思われ る。

iv振 り返 りができる学習 カー ドの工夫 について

今 回はチーム ごとの振 り返 りカー ドを用いたため、 きま り作 りや練習 内容 に関す る振 り返 り

が多 く、全体の話 し合 いに生かす ことがで きた。反面 、 自己有用感や個人の参加意欲 を高 める

ためには個人カー ドの方 が有効であるよ うに思われた。記入時間の確保な どの課題 が残 り検討

が必 要である。
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事例2(小 学校6年 体育)
1単 元名 「集団マ ッ ト運動」(器 械運動領域 ・マ ッ ト運動)

2単 元のね らい
・〔関心 ・意欲 ・態度〕友達 と協力 し励ま し合って運動 しようとす る。
・〔思考 ・判断〕 グループのよさを生か した技や構成 を考え、調和の とれた演技 を工夫す る。
・〔技能〕 自分に合 った今できる技で、友達 と合わせて回った り動いた りす ることができる。

3視 点との関連

器械 運動は個人的 な運動であ るが、本単元では、マ ッ ト運動 の発展 として、集 団でできる技 を組

み合わせて回った り、シンクロさせた りす る活動 を取 り入れ学習 を進 める。仲間 と調子 を合わせ る
こ との心地 よさを共有 し合い、楽 しみを広げ、さらに仲間の よさを認 め合 うことができるよ うに し

たい。

5学 習過程(45分x6) [=]学 習のめあて 評価にかかわる活動

時

段階

0

45

1

つかむ ・楽 しむ

2 3

楽しむ

ウォー ミン グア ップ タイ ム ・準備 タイ ム 1一眉県の裂全亙戯 ・盈聾 備夜

敷きつ めたマ ッ トを使 って
運動 を楽 しも う。

○ 自由に回ってみ よ う。

02人 組 で回 ってみよ う。

どうしたらいいだろう

息があわないね,

.竃

一人よ りおも しろいね。

03人 組で回 ってみ よ う。

もっと難しくな ったね。

一緒にやるのも楽 しいね。

学習の進め方 を考えよ う。

最後には発表会をしよう。

逸中で経過親告もしよう。

グループはどうするの。

新 しい運動の楽 しさや喜 び
を求めて進んで取 り組んで
い る。

自分が今 できる技や 、
グループの友達の技を

確 かめよう。

○ 自分のできる技で回 ろ う。

○友達のできる技 も見よ う。

○ ミニ ミニ即興集団マ ッ ト運
動 を しよう。

まずみんなができる技で

やってみよう。

巨 ループの動きを考えよう・

O調 和の とれ た動 きを発 見 し
よ う。(兄 弟 グループで)

一緒に回るときれいだね.

麟 勲
遭う枝の組み8わ せ もできるね。

グループの技や構成を考
えよ う。一

醗
動 き を 舎 わ せ て

やってみよう.

この鼓はもう少し

練8し ないとね。 藍
ム
旬惣協㏄

侃
臓嚇甜にoのQ

藩轡
コ

1友 達の運動を観察 して、
1よ い点や課題 を見付ける。
1一
轡

アドバイスを生かしてね.

ロ

1メ ンバーのよさを生か した技や構成 を考えている。
■

8

,

ー

」一
自律的な行動の育成
に関する手立て

i集 団を意識す る

並子 どもの考えを生かす

逝演技をするときの約束事(構 成)

量vv自 分のよさに気付き、心地よさを味わ う
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また、 メンバーの能力や特性 を生か して、集 団と してのよ りよい演技内容を構成 した り場 の設定

を工夫 した りしなが ら、課題 の集団的達成 の喜びを味わ うこともできる。 このよ うな体験の積み重

ねが 自律的行動につながって くる と考え、本単元を設定 した。
4器 械運動領域(マ ツ ト運動)の 発展 ・系統

1・2・3年

基 本 の 運 動

O器 械 ・器 具 を使 っ て の 運 動 遊 び

楽しく行 う。運動の基礎 となる動き

ができる。

4・5・6年

器械 運 動

○ マ ッ ト運 動 → 集 団マ ツ ト

新しい技に取り組払 運 動

繰 り返す。組 み合 わせ る。

中学校
器械運動
○マット運動

技能を高 める.

技が よりよくで き る。

4

伝え合 う

5

工夫して楽しむ

6

伝え合 う

秘エビ至馬協表」て運駿㍗演拠諭 赴竺血朔 をしている2」

グループの技輔 難
よう.

グループ としてよりよい演技に
なるよ う工夫 しよ う。

1リハ ー サル を しよ う・ 1
Oグ ループ ごとに発表会前の

一=三======コ 確かめをしょう.
もう少し1れ いに

回ってみよう。

余裕をもって
合わせ られるようになったね。

コ

1調 和の とれた演技を成功 させ るための練習 をしている。

中間発表会 をしよ う。

○兄弟 グループ以外 の技や構成
を見合お う。

工夫しているところは

ど こかな。

○ア ドバイスタイム 黒
ロ

1発 表 を見て他 のグループの良
1さ や課題 を伝 え合 う。
1

○ア ドバイスタイム

燐 曇
1発表会をは う. 1

いよ

。
、る

て
い

し
て

察
け

観
付

を
見

動
を

運
題

の
課

達
や

友
点

だいふ完成一 して き たね 。

○全 部 の グル ー プ の演技 を見
よ う。 見どころを醤

ってから
始めよう。

総
○感想 を伝えよ う。

Oグ ループは前よりずいぶん

そろっていたね。

0さ んの動きを生かしていたのが
よかったです。

18

1ア ドバイ スを もとに、グル ープの動 きが良 くなるよ う考えてい る。;
量

丁 『

イ ムL雄 のよ盗亙殿 的に認め食2工 駐る。.;L食 っゴζ♪一・ゐ。

:1他の グルー プの よ さを認 め

i

vi同 じ流れに繰 り返しひたる

iVV自 分のよさに気付き、心地よさを味わう伝 え合い 血演技をするときの約束事(構 成)
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6本 時の学習(4/6時)

(1)ね らい
・〔関心 ・意欲 ・態度〕 練習や中間発表 を通 して

、互いのよ さを認 め合 うよ うにす る。
・〔思考 ・判断〕 グループの よさを生か した技や構成 を考 える

。
他のグループの運動 を観 察 して、⊥夫 している点な どを見付ける。

・〔技能〕 自分に合 った今できる技で、友達 と合わせて回った り動いた りす ることができる。

(2)展 開

学 習Y舌 動 支i援 と 言平 価

1学 習の進め方 を確認す る。

2用 具の準備 をす る。

・時間配分をタイマーに表示す る
。

・場の安全を確認 させながら行 う。
・正 しい運動ができるよ う声 をかけ る。

3準 備運動 ・マ ッ ト慣れ

4パ ワー ア ップ タイ ム1

5中 間発表会をす る。

6ア ドバイ ス タイ ム

わたしたちの演技にも
取り入れよう。

1用具の安全を確かめて、進んで準備する。l

i運動董;盒ねせた準備運動をす蚕

技も決まってきたので
もう少しきれいに回ろう。

働 工夫しているところは
どこだろう。

・技の難易度ではなく、

調和が とれ た技の組

み合わせ を取 り上げ、

認 める声かけ をす る。

・必 要に応 じて、技能
のポイ ン トや補 助 の

仕方 を伝 える。

・相 互評価 の視 点 を明

確 に しておく。

轟
7パ ワー ア ップ タイ ム2

○グループは
こんな工夫をしていたよ。

アドバイスのおかげで
構成がぐっとよくなったね。

・個人のよさを生か し、

調和 の とれた組み合
わせ を していた グル
ープを認 める声かけ

す る。

終
よ し!

も っと練習 しよ う。

誹

殿

ア ドバイスをもとに

グループの演技がよ

くなるよ う考 えてい

る。

8振 り返 りタイム

9後 片付けをする。

10整 理運動 をす る。

11次 の学習 の進め方 を確認す る。

1.友達のよ さを具体蜘 三認 ぬ合 っているg-1

・協 力 し、安全 に行 わせ る。

・ゆ っ く り と部位 の ス トレッチ を行 う。

・子 どもの考 えを生かす よ うにする
。
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7授 業 を振 り返 って

今回の授業では、視点2『 他者 とのかかわ りを大切 にす る ことで 、 自己を適切 にコン トロー

ルで きるよ うに した い。』 という ことに焦点 を当てて取 り組 んだ。そ こで、授業の手立て とし

て挙げた6項 目の うち、特 に子 どもの変容が見 られ た項 目について ま とめた。

1団 を意識で きる教材の開発 ・活 用

今 まで のマ ッ ト運動では、個 人の技術 向

上に目が いって しまいがちだったが、その

発展 として集 団を意識でき る活動 を取 り入

れ た ことによって 、運動能力の高 い子 ども

だけが 活躍 した り、苦手な子 どもが臆 して

しまった りす ることが少なか った。

「苦手だか らや りた くな い。」 と思って

いた子 どもも、集団の一員 として の責任か

ら、運動 に対 して消極的な 自分 の気持 ちを抑 えて運動す るよ うにな った。またそ の際 、自分

ので きる技で参加で きた り、仲 間に褒 めて もらえた りす る と、 「迷惑 をか けな いように しよ

う。」「み んな と合わせ られるように しよう。」と、次の練習へ の意欲 にもつなが って いった。

また、始 めは 「何だかつ ま らない。」 と感 じて いた技能 の高 い子 どもも、友達 と動 きを合

わせ ることや 自分の技能 を生かす場 を経験 した ことで 「もっと時間 を延 長 したい。」 と思 う

よ うになった り、友達 の技の成功 を自分の ことのよ うに喜んだ りす る姿 も見 られた。

ii業 に子 どもの考 えを取 り入れ る活動

今 回の授業 を通 して特 に有効だ と思われたのは、学習活動 の計画 を共 に考 え、掲示 してお

くことであ った。先生に言われたか らしかたな くや っている、次 の指示 を漫然 と待つ、 とい

うこともな く、学習への主体性が生 まれた。 また、学習が進 むにつれて 、運動 の時間 をよ り

多 く確保 しようと以前に比べて移動や準備 の時間 も早 くなって いった。

この経験 はそ の後、朗読発表会 まで の練習計画 を自分たちで立て るな ど他教科 の学習 にも

生か された 。

v自 分 のよさに気付 き、心地よさを味わ えるよ うな伝 え合い ・話 し合い活動

本時 の授 業中には子 ども自身が 『心地よさ』を実感で きるまで には至 らなかったが、ゆっ

た りした話 し合いが取れ、互いに十分よさ を認 め合 うことがで きた。 このよ うなア ドバ イス

タイムを繰 り返 し取 る ことによって、友達 とのよ りよい関係が習慣化 されていき、安定 した

学習が展 開で きた。 しか し、運動量の確保 とい う点での工夫は必要であ る。

また、 ビデオ等 を用 いて客観的 に自分達の演 技の上達 を確認す ることも、 この学習 での心

地よさを味わ うため には必要であった。

団同じ流れに繰 り返しひたる学習過程

醗鰯
糠
、 ン イ 駕

欝 ヅ,

黙

、蕊

群諺
ぱ

ダ
鍵

同 じよ うな学習過程 を繰 り返す ことで

子 どもたちは安心 して学習 に参加する こ

とがで き、各 自の 目標 も立てやすかった。

また、友達や 自分 の変容 を自覚する こ

とができた り、主体的な活動 を持続、発

展 させる ことができた りした のも、 この

ような学習過程 を繰 り返 して きたか らで

はな いか と考 え られ る。
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事例3(中 学校3年 特別活動)

1単 元名 「心地 よいクラスを作ろ う」(学 級活動)

2単 元のね らい
・討議 を通 して 、理想 の中学 生と現実の 自分達 との差 を考 える。
・考 えた結果 を認識 し、理想 に近づ くためのき ま りや約束事 を話 し合 う。
・話 し合 った内容 をも とに、それ を自 ら守る ことで、規範意識に基づ く行動 に結 びつける。

3指 導の重点

昨年 度の研究 員の報告は、話 し合 いの方法 ・ルール を守 ることを定着化 させ る ことで 自己

指導能 力を高め、規 範意識 につな げる ことであ った。本年度は この実践 を踏 まえ、生徒 自ら

が話 し合い によってき ま りや約束事 を作 って いく過程 を重視 し、バズセ ッション等 の方法 を

用い、内在す る規範 意識の意識化 と行動変容 を指導 の重点 とす る。

4学 習過程

経 お鞭粥1霧 器 「
・授 業について

・当番活動 について

・行 事 について

以 上3項 目につ いて の理想の姿 を各 自考 え、 ワ
ー クシー トに記入す る。

4人 グルー プで意見 を 出 し合 い、短 冊 に記入 し

黒板 に貼 る。

それ らの意 見 をも とに、理想 の中学生 の姿 を浮

かび上が らせ る。

鰺 のクラスの実態について考える

第1時 限 と同 じ3項 目につ いて、クラスの実態

につ いて、
・良 い点

・改善 した方が 良い点

に分 け、各 自ワー クシー トに記入する。

4人 グルー プで意 見 を出 し合 い、短冊 に記入 し

黒板 に貼 る。

それ らの意見 をも とに、現実 のクラスの実態 と

理想 の姿 との違 いを比較す る。

繧 簾蘇蕪 纂1
)i._""._,",_._、AVノ_._.-t

理 想 と現 実 の違 い を 認 識 し、 理 想 に近 づ く た め

に、 どの よ う にす れ ば よ いか 意 見 を 出 し合 い 、

み ん な で き ま りや 約 束事 を考 え る。

・ワー クシー トには、 自由に自

分の意見 を書かせ る。
・グルー プごとに、話 し合 いが

できるよう助言 して 回る。
・内容 ごとに同 じよ うな短冊 を

ま とめ、注 目させ る。

・自分か ら見た現実 のク ラスの

実態 にっいて 、素直な気 持ち

を書かせる。
・グループ ごとに、話 し合いが

で きるよ う助 言 して回る。
・内容 ごとに同 じよ うな短冊 を

まとめ 注 目させ る。
・1時 限 目の まとめ を提示す る

・理想の 中学生 と、現実の クラ

ス の実態の良い点、改善 した

方 がよい点を まとめた模 造紙

を見せ る。
・きま りや約束事が決 まった ら

今 か ら実行す ることを確認 し

励 ます。

20



5本 時の活動(本 時 は2時 間 目)

(1)ね らい

現実 のクラスの実態 についてよい点、改善 したほうがよい点 を明 らか にしていく。

(2)展 開

導

入

展

開

ま

と

め

学 習 活 動

・前時の確認

・現実 の ク ラス の実 態 につ

いてよ い点 ・改善 した ほ

うがよい点 を考 える。

・話 し合 い をす るため に、

4人1組 のグルー プを作

る。
・ワー ク シー トに書 いた こ

とを発 表 して、意見 を交

わ し、 グル ー プ としての

意見 をまとめる。

・短冊 に書 いた意見 を黒板

に貼る。

・黒板 の短 冊 を見 て、 自分

達 の グル ー プの考 え と同

じ点 ・違 う点 に注 目させ

る。

・前時 の理想 の 中学 生 と本

時 の現 実 のク ラスの実態

につ いて を学習 して、次

時 の内容 につ いて予告 を

する。

生 徒 の 活 動

・教 師の話 をきちん と聞き、

本時の内容 を知 る。

・ワー ク シ ー トに 、 各 自 よ い

点 ・改 善 した ほ うが よ い点

を記 入 す る。

・速やか に机 の移動をす る。

・各 自が記入 した ワー ク シー

トを見なが ら、積極 的な話

し合いをす る。
・ま とまった考 え を短冊 に書

く。

・グルー プの代表が項 目 ごと

に分 けて、黒板 に短冊 を貼

る。
・短冊 と発 表 を聞 き、 自分達

の グル ー プの考 え と同 じ点
・違 う点に注 目する。

・問 わ れ た こ とに つ いて 、 発

表す る。

・理 想 と現実 の差 を知 り、今

後 どの よ うにす れ ばよ いの

か考えてみ る。

指導上の留意点

・前時 の内容 と本 時 の内容

を確認 させる。

・よい点 ・改 善 した ほ うが

よい点 を 自分で考 えて書

かせ る。

・机 の近 い生徒 同士 の グル

ープ とす る。

・ワー ク シー トに書 いた こ

とを自分の意見 として、

4人 で 話 し合 いがで き る

よ う、各班 をまわ り、具

体 的 な意見が 出 るよ うに

助言 をする。

・内容 ご とに同 じよ うな短

冊 をま とめなが ら、短冊

に書か れた言葉 につ いて

問 いかけをす る。

・今 後 、 クラスを さ らによ

くしてい くため に、 どの

よ うなき ま りや 約束事 を

作れ ばよ いか、考 えて く

るよう指示 をす る。

(3)評 価

・人の意見 をよ く聞き、 自分の考えを伝 える ことができたか。
・現実 のクラスの様子 について認識できたか。
・前時 の理想の中学生 との違 いが認識で きたか。

21



「あなたが考える理想的な中学生は」のワークシートに書かれたもの

く授業への取 り組み〉

・授業 に対 して の発言 を積極的に して、授 業内容 につ いて盛 り上がる方が いい。

・誰で も自分 の考 えを遠慮せず に、で も壊 され る ことのな い授業が理想だ と思 う。

灘 霧灘警lli僑藻
こ9し

・自分 か ら進 んでや る。

・みんなで協力する。

・さぼ らない。

・決めた ことは、最後 まで しっか りや る。途中でや めない。

〈行事への取 り組み〉

・3年 生最後の行事なので、 くいの残 らな いよ う精 一杯や る。

・全部が成功す るように、みんなで協力 してや る。 一'頓

・1人1人 が一生懸命 に取 り組んで、みんなで協力 し合って楽 しく仲 良 く頑張 る。

・や る ときはや って、楽 しむ ときは楽 しむ。 け じめ をつ ける。

・話 し合 って決 めた ことな どは、 しっか り守 る。

「現在のクラスについて考えよう」のワークシートに書かれたもの

『改善 した方が良 い所』r良 い所』

〈授 業への取 り組 み〉

・質問 に答 えた り、集 中 して授業 に取 り組 む。

・や らなければな らない ことは、ちゃん とやる。

・た くさん発言 をする。

・真剣 に授業をや っている人が た くさん いる。

・明る く、 とて も元気がある。

・楽 しく授業 に取 り組んでいる。

〈 当番活動への取 り組み〉

・み ん な が 積 極 的 にや る こ と。

・一 生 懸 命 や る こ と。

・協 力 した り、 分 担 して 活 動 で き る 。

・給 食 な ど にす ばや く取 り組 む 。

〈 行 事 へ の取 り組 み 〉

・最 後 ま でや り尽 くす 。

・ま と ま って 楽 しく頑 張 る。

・明 る く盛 り上が れ る。

・協 力 し、一 生懸 命 や る こと。

O層■、●曜6廻ゐ

、

0響●へ●■り■轟

・話 しが盛 り上が り過 ぎる と授 業か ら話 し

がそれ る。

・寝て いる人が いる。

・け じめがな い。

・私語 が多い。

・チ ャイム着席がで きて いな い。

・さぼる人がいる。

・掃 除を不真面 目にや る人が いる。

・適 当にやる人が いる。

・や る気のない人が いる ところ。

・ふ ざけ過ぎる ことが ある。(悪 の りする)

・団結す るの に時間がかか る。

・片づ けがで きない人がいる。
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6授 業を振 リ返って

(D小 集 団による話 し合いについて

掌灘 購ll驚llll蝉避
;ζ鷺麗算繍 齢貧灘 裏幾蝶 ゼ盛 夢轟

賑 灘 紹雛 齢 皇麗 駕ゐ ∴、
とて も有意義 であった。
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(2)意 見のま とめ方 につ いて

カー ドにま とめ、黒板 に掲示発表 した ことによ り、意見 の比較が容易 とな り、視覚的 に

もわか りやす い ものとな った。同時 に時間の短縮 にもつながっている。 しか し、グルー プ

内で は具体 的に表現 された 内容 も、ま とめて発表す る段 階になる と、思考 した過程や具体

性が消えて しまい、そ の結果 どの グループの意見 も似 たよ うな もの とな り、個 々の考 えは

見 えづ らくなった。

(3)生 徒の課題 意識の吸 い上 げ

本実践 によ り、話 し合 いを進め ることで規範意識 は高 まる事 がわか ったが、その意識 は

変 わるものである。そ のた めアンケー トや作文等 を定期的 に取 り入れ 、生徒の意識が どこ

に向いて いるか を知る必要が ある。

(4)話 し合いシステムの定着化

話 し合 いを円滑 に行 うためには、その方法が定着 してい る必 要がある。それ によ り個 々

の生徒 も取 り組みやす くな り、さ らに深化 した活動ができ るよ うになると思われる。

(5)ま とめ

療li欝 馨嚢llll
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V研 究の成果 と今後の課題

1研 究の成果

(Dル ールづ くりに主体的 にかかわ る体験 によって、児童 ・生徒の行動 は変容 して いく。

実践 事例1で は、ルールや マナー の約束 を自分たちで作 る ことによって、明 らか に試合

中の児童同士 の ことばか けが変わ って いった。実践 事例2で は、 自分たちで立てた演技構

成や学習計画 を積極的 に守 ろ うとす る姿勢が見 られた。実践事例3で は、理想 と現実の姿

を比較す る ことで、規範 を改 めて認識 し、その ことが各 自の行動変容の意欲 に結びついて

い った。

(2)集 団 を意 識す る活動 を繰 り返す ことによって、集団の一員 と して の責任感や所属感が生

まれ、 自分の気持 ちを制御 した行動が とれ るようになる。

実践事例2で は、集 団の中で 自分がそれな りの役割 を負って いる という責任感や所属感

か ら、 自分の気持ちを制御 した行 動が とれ るようにな り、友達 とのよ りよい関係が習慣化

されて いった。 また、みんなで演技 を完成 させた達成感や 自己有用感 を実感で きた ことに

よ って楽 しさや喜びを味わい、 さらに良い行動 をとろ うとい う意欲 にもつなが った。実践

事例3で は、集団の一員 としての 自分 の行動 を浮 き彫 りにす る ことで 自己反省 し、集団 を

意識 した望 ましい行 動を再確 認する機会 となった。

個人種 目や個人的な問題 と思われるよ うな ことで も、集団を意識す る活動 を加 えること

によって、 自らの行動 を見直 し、制御 できるようにな っていった。

(3)中 学入学時 に、規範行 動を とれ る子 どもがいったん増える。

小学校、 中学校 と年齢 が上が るにつれ て、規範意識 も規範行動 も低下す ると言われてい

るが 、今回、小学校4年 生か ら中学校3年 生まで、各学年 ごとに同 じ項 目で調査 を行 った

結果 、中学校入学時 に規範行動 をとれる子 どもが いったん増える とい うことが明 らか にな

った。学校が変わ るこの時期だ けでな く、学年 の変わ り目や学期 のは じめな ど、子 どもた

ちの 「新たな気持 ちで頑 張 ろう。」 という意欲 を大切 に して 、その時期 に規範 に関す る指

導 を繰 り返 し行 う ことが大切で ある。

2今 後の課題

(Dす べて の教育活動 を通 して、規範にかかわる指導の充実 に努 める。

小 ・中学校で は、道徳の指導 を一層充実 させて いくこととともに、教育課程の大半を 占

める教科指導や特別活動の授業 を通 して、規範 にかかわ る指導 を充実 させ る必要がある。

本研究で は、教科指導の事例 として小学校 の体育科 を、特別活動 の事例 として中学校 の

学級活動 を取 り上げたが、 この実践の手だては、その まま他教科 ・領域な どにも生かせ る

内容 だ と考 え られ る。今後 さ らに、すべての教育活動 を通 して規範意識 の向上や 自律 的な

行動 につなが る指導 の工夫 を重ねてい く必 要が ある。

(2)小 ・中学校の連携 の推進 に努め る。

規範意識 の定着や 、行動の実践化をよ り進 めて いくには、小 ・中学校の教員が互 いに理

解 を深 めて い くことが大切で ある。教育 課程 の違 いな ど課題 は多 いが、共同での研修 、授

業 の公 開、異校種 間でのTT、 児童 ・生徒の交流な どが今後積極的 に取 り入れ られるよう

に働 きか ける必要が ある。
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